
 

 

加助神社（貞享義民社）は、1686 年に

貞享騒動と呼ばれる農民一揆を主導した

多田加助が 磔
はりつけ

に処され、その際松本城を

にらみつけたことで松本城が傾いたと言

われたことや、その後に祟
たた

りが相次いだと

思われたことから、50 年後の 1736 年に加

助の自宅跡の隣に造られました。 

現在、春の例祭が 4 月 21・22 日に、秋

の例祭は11月21・22日に行われています。

今年の春の宵祭りでは、「三郷義民太鼓」

と「おしゅんの語り」の奉納が行われまし

た。昭和 8 年頃の例祭では、「美幸会一座」

が浪曲の小屋掛けをして芝居を、昭和 9 年

以降は熊野神社のお祭りでの船の飾り物

を使った大飾りが、そして戦後になると昭

和 30 年頃までは素人演芸などが行われて

いたようです。 

古い歴史を持つ神社です、 

足を運んでみてはいかが 

でしょうか。 
 
 

＜関係資料＞  

『季刊 三郷文化 19 号 貞享義民 300 年 

記念特集号』 三郷村教育委員会  

『三郷の社寺』 三郷村誌編纂委員会 

本と人との出会いの広場…図書館だより 
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30
代
後
半 

主
婦 

先
日
、
明
科
図
書
館
を
訪
れ
た
際
、

利
用
者
に
「
明
科
に
も
や
っ
と
自
動
貸

し
出
し
機
が
つ
い
た
ん
だ
ね
」と
声
を
か

け
ら
れ
、
「
そ
う
で
す
ね
。
で
も
、
安
曇

野
市
の
合
併
当
時
、
明
科
に
だ
け
自
動

貸
し
出
し
機
が
設
置
さ
れ
て
い
た
ん
で

す
よ
」
と
職
員
の
方
が
答
え
て
い
る
場

面
に
居
合
わ
せ
ま
し
た
。 

私
が
、
穂
高
か
ら
明
科
に
嫁
い
だ
の

も
合
併
直
後
で
、
こ
の
や
り
取
り
を
聞

い
て
そ
の
当
時
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

 

確
か
に
明
科
に
は
自
動
貸
し
出
し
機

が
あ
り
ま
し
た
。
館
内
は
ゆ
っ
た
り
と

広
く
明
る
く
て
、
寛
い
で
本
を
読
む

子
、
さ
ら
に
は
、
円
形
の
中
庭
で
走
り

回
り
遊
ぶ
子
も
い
ま
し
た
。 

そ
れ
ま
で
私
に
と
っ
て
図
書
館
と
い

え
ば
、
穂
高
会
館
の
中
の
穂
高
町
図
書

館
で
し
た
。
低
い
天
井
い
っ
ぱ
い
に
本
棚

が
立
ち
並
び
、
狭
く
て
、
暗
く
て
、
お
ま

け
に
冬
は
恐
ろ
し
く
寒
い
と
い
う
印
象

で
し
た
か
ら
、
明
科
は
な
ん
て
先
進
的

な
ん
だ
と
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。 

 

穂
高
図
書
館
も
「
み
ら
い
」に
中
央
図

書
館
と
し
て
移
転
し
、
明
る
く
温
か
く

生
ま
れ
変
わ
っ
て
今
年
で
十
周
年
だ
そ

う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
図
書
館
が
、
温

か
い
憩
い
の
場
と
し
て
多
く 

の
人
を
迎
え
て
く
れ
る
こ 

と
を
願
い
ま
す
。 

 

私
と
図
書
館 

ら ぶ  っ  く 

 

 

安曇野市図書館 

図書袋運動展開中！！ 

安曇野市図書館では、今年度「図書袋運動」

を展開しています。学校の蓋付き図書袋が長

野県発祥ということで、そのルーツを辿ろう

と始まった企画です。 

 この 4 月から 6 月まで、子ども時代の図書

袋使用についてのアンケートを実施したと

ころ、204 人の方から回答をいただけました。

ご協力に感謝いたします。このアンケート結

果については、図書館フェスタプレイベント

の一環で、8 月 25 日（日）から「図書袋の歴

史」と題して中央図書館に展示しております

ので是非ご覧ください。 

 また、10 月 26 日（土）から始まる秋の読

書週間では、図書袋を使用している利用者の

方の協力により撮影させていただいた図書

袋の写真展を市内各図書館にて行います。 

 本を大切にする文化が息づいてきた長野

県。ぜひ皆様、お気に入りの図書袋を持って

図書館においで 

いただき、本と 

の出会いを楽し 

んでください。 

お待ちして 

います。 
 

加助神社の例祭について 
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一般書 

１ 素敵な日本人／東野圭吾 

２ そして、バトンは渡された／瀬尾まいこ 

３ てんげんつう／畠中恵 

４ 危険なビーナス／東野圭吾 

５ ラプラスの魔女／東野圭吾 

６ 虚ろな十字架／東野圭吾 

７ かみさまは小学５年生／すみれ 

８ 嫌われる勇気／岸見一郎 

９ 真夏の方程式／東野圭吾 

10 あずかりやさん ねこふんじゃった／大山淳子 
 

児童書 

１ ころべばいいのに／ヨシタケシンスケ 

２ いないいないばあ／松谷みよ子 

３ かいけつゾロリうちゅう大さくせん／原ゆたか 

４ バムとケロのおかいもの／島田ゆか 

５ バムとケロのさむいあさ／島田ゆか 

６  あかずのきょうしつ／斉藤洋 

７ くだもの／平山和子 

８ ハイサイ！沖縄めぐり／ぎぼりつこ 

９ すてきな日曜日／ぎぼりつこ 

10 しろくまちゃんのほっとけーき／わかやまけん 

 

AV資料 

１ おおかみこどもの雨と雪／細田守 

２ おばけのてんぷら／せなけいこ 

３ 崖の上のポニョ／宮崎駿 

 
             

中央図書館 ☎８４－０１１１ 

       豊科図書館 ☎７１－４０２２ 

       三郷図書館 ☎７６－３０７８ 

       堀金図書館 ☎７２－３６０１ 

       明科図書館 ☎６２－１１２２ 

(図書館ホームページ(蔵書・資料の検索もできます) 

http://www.city.azumino.nagano.jp/site/tosho 

※
編
集
後
記
※ 

小
学
生
の
み
な
さ
ん
を
対

象
に
、
「
と
し
ょ
か
ん
塾
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
図
書
館

の
名
人
に
な
っ
て
、
お
友
達

に
も
図
書
館
の
楽
し
さ
を
伝

え
て
も
ら
お
う
と
い
う
企
画

で
す
。 

百
科
事
典
の
使
い
方
や
本

の
探
し
方
な
ど
を
学
び
、
最

後
は
野
菜
ス
タ
ン
プ
を
使
っ

た
図
書
袋
作
り
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
き
れ
い
な
模
様
を
描

い
た
、
世
界
に
一
つ
だ
け
の

図
書
袋
が
出
来
上
が
り
、
笑

顔
が
は
じ
け
ま
し
た
。
図
書

館
に
通
い
、
い
っ
ぱ
い 

本
を
読
ん
で
下
さ 

い
ね
。 

 

 43 番棚にバリアフリーコーナーを設置しました。 

大活字本・点字本・ＬＬブック（簡単な文章や写真などが使われ、誰でも読みやすい本）・障がい者向け

就職情報誌「クローバー」を置いています。 

点字本は一般書と児童書があり、絵本の絵の部分も触って分かるようになっている本もあります。また、

拡大読書器も設置されていますので、大活字本以外の本も字を拡大して読む 

ことができます。読書が困難な方向けのサービスとしてリーディングトラッカー 

（文章を読みやすくする定規）、筆談などもご案内しています。 

どなたでも利用できるコーナーですので、お気軽にお立ち寄りください。 

 

中央図書館から 

 

一般書 『WANDERING  ANIMALS』 

 （サブタイトル:あまのじゃくとへそまがり作品集）  

あまのじゃくとへそまがり／著 東京書籍 

           皆知っているあの生きものや嫌われ

者のあんな生きものたちが、バッグや

ブローチ、小銭入れに?! 

         手縫いで本物そっくりに緻密に作りあ

げる、革作家あまのじゃくとへそまがり
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

さんの作品集

であり、各分野の専門家による生きものの解説も載

っていて、この本は生きもの図鑑でもあります。 

 わたしがぜひ身に着けたいのは、シーラカンスの

バッグかヤンバルクイナのポーチかな。 

 

児 童 『わたしのくらし  世界のくらし』 

マット・マラス／作・絵 おおつか のりこ／訳 汐文社 

           イタリア、日本、ペルー、ウガンダ、

ロシア、インド、イラン、７つの国の子

どもの１日のくらしを紹介していま

す。 

          通学路や授業のようす、夕ごはん、

おやすみなさいまで…。それぞれのくらしの違いや

共通点、文化や習慣など、たくさんの発見がありま

す。 

 みんなが寝たあと、家から見える夜の空は…？ 

どんなに遠くてもみんな同じ地球にくらしているんだ

なぁ！ 

 

 

 

８月の貸出ランキング 

 

編集・発行・お問い合わせ 
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